
未来へつなぐ資産の創造 ～未来の礎を築く～ 

１ 実現に向けた施策 

（総括評価表２） 

２ 重要業績評価指標(KPI)の動向 

災害に負けない基盤づくり  

幹線道路ネットワーク等の復旧・強靭化 ① 

地域を支える公共交通網の復旧・整備 ② 

地域の特性を活かした拠点・まち・観光地域づくり 

熊本都市圏東部地域等における復興のまちづくり ① 

広域防災拠点機能の更なる充実・強化 ② 

地域資源を活かした観光地域づくり ③ 

地域力を高める広域連携の推進 ④ 

社会資本等の強靭化 ③ 

防災体制の充実・強化 ④ 

防災の「知」の集積と「記憶・記録」の継承・発信 ⑤ 

施策４ 

人口のダム効果を活かした地域づくり ⑤ 

交通結節点の拠点性向上 ⑥ 

持続可能な地域づくり ⑦ 

移住・定住の促進 ⑧ 

施策５ 

【具体的な施策】 

【具体的な施策】 

戦略策定時
（Ｈ２７）

H28実績値
（H29評価）

H29実績値
（H30評価）

H30実績値
（H31評価）

単位 指標の動向
（策定時との比較）

目標値
（Ｈ３１）

種類
達成
状況

被災した道路･橋梁（県管理分）の災害復旧事業の進捗率
（国が復旧工事を代行している国道325号阿蘇大橋及び県道熊本高
森線（俵山ルート）を除く）　　【施策4-②と同一】

－ 9.6 － － ％ ⇗ 100% 累計

幹線道路の整備進捗率（供用率）　　【施策5-②、施策5-⑤と同一】 52.8% 52.8 － － ％ ⇒ 76.9% 累計

被災した道路･橋梁（県管理分）の災害復旧事業の進捗率
（国が復旧工事を代行している国道325号阿蘇大橋及び県道熊本高
森線（俵山ルート）を除く）　　【施策4-①と同一】

－ 9.6 － － ％ ⇗ 100% 累計

道路網の整備率　　【施策5-⑥と同一】 83.0% 83.5 － － ％ ⇗ 87.8% 累計

被災した公共土木施設（県管理分）の災害復旧事業の進捗率
（国が復旧工事を代行している国道325号阿蘇大橋及び県道熊本高
森線（俵山ルート）を除く）

- 13.3 － － ％ ⇗ 100% 累計

橋梁点検実施率 34.3% 58.5 － － ％ ⇗
100％
(H30)

累計

トンネル点検実施率 － 70.0 － － ％ ⇗ 100%
(H30)

累計

熊本地震を踏まえたBCP策定市町村数 － 【集計中】 － － 市町村 － 45（全市町村） 累計

自主防災組織のうち防災訓練や防災巡視等を実施している組織の割
合

40.3% 【集計中】 － － ％ － 100% 累計

避難行動要支援者に対する避難支援計画（個別計画）策定市町村数
13市町村
(H27.4.1）

25 － － 市町村 ⇗ 45（全市町村） 累計

⑤ 熊本地震に関する教訓等をアーカイブ化するための資料収集件数 - 5.1 － － 万件 ⇗ 20万件 累計

① 阿蘇くまもと空港利用者数　　【施策12-①と同一】 323万人／年 298 － － 万人／年 ⇘ 380万人／年 単年

平成28年熊本地震の経験を踏まえた訓練実施市町村数 － 0 － － 市町村 ⇒ 45（全市町村） 累計

幹線道路の整備進捗率（供用率）
　【施策4－①、施策5－⑤と同一】

52.8% 52.8 － － ％ ⇒ 76.9% 累計

延べ宿泊者数　　【施策10-①、施策10-②と同一】 720万人／年 【集計中】 － － 万人／年 － 800万人／年 単年

延べ外国人宿泊者数　　【施策10-①、施策10-②と同一】 64万人／年 【集計中】 － － 万人／年 － 120万人／年 単年

市町村等が広域的に連携・協働して取り組むスクラムチャレンジ推進
事業の実施件数

17件／年
（H26）11件／年

37 － － 件 ⇗ 50件／５年
5年
累計

県内における連携中枢都市圏及び定住自立圏の共生ビジョン等策定
圏域数
※県域を超える連携も含む

７圏域 7 － － 圏域 ⇒ ８圏域 累計

広域連合・一部事務組合、地方自治法に基づく連携協約、機関等の
共同設置等を活用した新たな市町村間の広域連携の件数

1件 2 － － 件 ⇗ 4件 累計

日本型直接支払の取組面積（実面積）
（“多面的機能支払（農地維持支払）”＋“中山間地直払”＋“環境直
払”の取組面積）

7.4万ｈａ
（H26）

7.5 － － 万ha ⇗ 9.7万ha 単年

幹線道路の整備進捗率（供用率）　　【施策4-①、施策5-②と同一】 52.8% 52.8 － － ％ ⇒ 76.9% 累計

企業立地件数　　【施策8-③と同一】
35件／年

（H26）35件／年
56 － － 件 ⇗ 125件／５年

5年
累計

企業立地件数のうち研究開発部門の件数　　【施策8-③と同一】 6件／年 1 － － 件 ⇘ 10件／4年
4年
累計

道路網の整備率　　【施策4-②と同一】 83.0% 83.5 － － ％ ⇗ 87.8% 累計

熊本駅周辺地域における居住人口の増加
2,973人
(H28.4.1)

2,975 － － 人 ⇗
3,500人
（H32.4.1)

単年

集落の維持・活性化にモデル的に取り組む地域数
【施策1-②と同一】

1地域／年
(H26) -

11 － － 地域 ⇗ 27地域／５年
5年
累計

中山間地域における農業振興ビジョン策定地区数 - 0 － － 地区 ⇒ １１地区 累計

⑧ くまもと移住定住支援センター等への移住定住に関する相談件数 1,052件／年 1,326 － － 件 ⇗ 5,000件／４年
4年
累計

評　価　指　標

 施策４　災害に負けない基盤づくり

①

②

③

④

 施策５　地域の特性を活かした拠点・まち・観光地域づくり

②

③

④

⑤

⑥

⑦



３ 平成２８年度の主な成果・今後の課題や方向性 

【施策４】災害に負けない基盤づくり  

【施策５】地域の特性を活かした拠点・まち・観光地域づくり 

 道路、河川、海岸、砂防等の被災した公共土木施設の復旧工事を
推進し、復旧対象1,422件のうち、941件に着手し、うち189件の
工事を完了した。阿蘇地域へのアクセス道路については、県道熊本
高森線俵山ルートの暫定開通とともに、国道57号北側復旧ルート及
び国道325号阿蘇大橋ルート等の工事着手や開通目標公表などを促
進した。 

 幹線道路ネットワークについて、南九州西回り自動車道等の着実
な進捗とともに、中九州横断道路(竹田～阿蘇間)について第1計画段
階評価の実施など事業化に向けて促進した。また、熊本天草幹線道
路の大矢野バイパスの改良・橋梁工等を推進した。 

 南阿蘇鉄道の復旧について、財政支援を国に要望するとともに、
ＪＲ豊肥本線について、県の斜面対策工事に着手した。 

 防災体制等について、被災庁舎の建替えに対する国の支援措置の
拡大を実現した。発災後3カ月間の対応に関する検証結果を取りまと
めるとともに、「熊本地震デジタルアーカイブサイト」を構築し、
コンテンツとなる資料の収集・アーカイブ化を進めた。  

 

 例年以上の膨大な工事を実施する必要があり、
入札契約制度の運用改善や効率的施工など、不
調・不落対策に取り組み、被災した施設の早期復
旧を図る。 

 九州の縦軸・横軸のリダンダンシーの確保等を
図るため、早期事業化及び整備促進に向け要望す
る。大矢野バイパスはH29年度の供用開始を目指
して取り組む。 

 南阿蘇鉄道の復興に向け支援スキーム等の協議
を進めるとともに、ＪＲ豊肥本線の早期復旧のた
め、国、県の斜面対策等とＪＲの災害復旧事業を
連携して進める。  

 被災庁舎の建替えについて、有利な起債を活用
できるよう市町村を支援する。防災体制強化のた
め、発災後４カ月以降の検証を実施するとともに、
県業務継続計画(ＢＣＰ)改定と県受援計画の策定に
取り組む。また、有識者の意見を踏まえた震災
ミュージアムのあり方を整理する。 

 

 復興のまちづくりについて、益城町をはじめ熊本都市圏東部地域
の発展と災害に強いまちづくりを牽引する取組みを支援するため、
県道熊本高森線の4車線化に着手した。 
 
 広域防災拠点について、総合防災航空センターを着工するととも
に、防災消防ヘリコプターの新機体を選定・発注した。熊本県民総
合運動公園陸上競技場(えがお健康スタジアム)、グランメッセ熊本な
ど広域防災拠点関係施設の復旧・機能強化を推進した。 
 
 観光地域づくりについて、Ｈ30年の世界文化遺産登録実現に向け
て、候補名を「天草」を含む名称(「長崎と天草地方の潜伏キリシタ
ン関連遺産」)に変更し、再度、国からユネスコへの推薦書の提出を
実現した。 
 
 「やつしろ物流拠点構想」について、具体化に向けた検討や八代
市等との意見交換などを実施した。 
 
 移住・定住の促進について、「くまもと移住定住支援センター」
の相談員や関係機関、“熊本コネクション”などを活用して移住相
談に対応した。東京で13回、大阪で1回の相談会を開催した。 

 

 まちづくりを支援するため、益城町等と連携し、
県道熊本高森線の４車線化に向け、関係者の理解
のもと、用地買収等の取組みを推進する。 
 
 広域災害を見据えた防災機能強化のため、総合
防災航空センターを整備し、H30年度から新機体
によるヘリコプター運航を開始するとともに、広
域防災拠点としての必要な機能を検討する。 
 
 地域の特性や資源を活かした観光地域づくりの
ため、Ｈ30年の世界文化遺産の登録を目指すとと
もに、関連遺産のストーリー性のある周遊ルート
を開発する。また、各地域の特性や資源の発見・
磨き上げ、それらを活かした誘客促進や観光ルー
ト開発等を支援し、滞在型観光を推進する。 
 
 県南地域の自治体の意向や民間団体のニーズ等
を踏まえ、「やつしろ物流拠点構想」を策定する。 
 
 進学等により転出した若者や、元気なシニア世
代などをターゲットに移住定住を促進する。 

 
 

平成28年度の主な成果 今後の課題や方向性 

（総括評価表２） 

【熊本天草幹線道路】 
（仮称）新天門橋の架設状況 

県道熊本高森線（俵山トンネル）の復旧状況 

提供：国土交通省 

地震直後 復旧完了 

4.0m 1.5m 4.0m1.5m16.0m

27.0m

自
歩
道

自
歩
道

車
道

植
樹
帯

植
樹
帯

4.0m

自
転
車

歩
行
者
道

1.5m

植
樹
帯

1.5m

植
樹
帯

4.0m

自
転
車

歩
行
者
道

3.25m×4＝13.0m

車
道

車
道

車
道

車
道

1.5m

停
車
帯

1.5m

停
車
帯

計画幅員 W=27.0m

W=10.0m
現況幅員

県道熊本高森線の4車線化計画 地震直後の県道熊本高森線の状況 

グランメッセ熊本の復旧 

復旧完了 

南阿蘇鉄道高森駅での 
出発式の様子 

（H28.7.31一部運行再開） 



未来へつなぐ資産の創造 ～未来の礎を築く～ 

１ 実現に向けた施策 

（総括評価表２） 

２ 重要業績評価指標(KPI)の動向 

くまもとの誇りの回復と宝の継承 

熊本城をはじめとした歴史・文化の再生・継承 ① 

阿蘇の草原など自然・景観の再生・継承 ② 

スポーツを通じた熊本の誇りの継承と発信 ③ 

施策６ 

【具体的な施策】 

戦略策定時
（Ｈ２７）

H28実績値
（H29評価）

H29実績値
（H30評価）

H30実績値
（H31評価）

単位 指標の動向
（策定時との比較）

目標値
（Ｈ３１）

種類
達成
状況

文化財（国・県指定）の災害復旧事業の進捗率 － 36.0 － － ％ ⇗ 80.0% 累計

世界遺産登録資産への来訪者数
（世界遺産暫定一覧表記載資産（﨑津）を含む）

701,000人／年 451,478 － － 人 ⇘ 200万人／４年
4年
累計

県立文化施設の入場者数 934,877人／年 540,563 － － 人／年 ⇘ 100万人／年 単年

阿蘇の草原における野焼き面積 16,500ha 14,746 － － ha ⇘ 16,500ha 単年

地下水涵養量の増加 2,432万㎥ 1,177 － － 万㎥ ⇘ 3,500万㎥
（Ｈ30）

単年

景観アドバイザーを活用した景観形成活動・事業の数 1件／年 1 － － 件／年 ⇒ 10件／年 単年

被災したスポーツ施設の災害復旧事業の進捗率 － 23.6 － － ％ ⇗
100%
(H30)

3年
累計

総合型地域スポーツクラブで活動しているクラブ員の数 16,475人 14,857 － － 人 ⇘ 18,000人 単年

評　価　指　標

 施策６　くまもとの誇りの回復と宝の継承

①

②

③



３ 平成２８年度の主な成果・今後の課題や方向性 

【施策６】くまもとの誇りの回復と宝の継承 

  
 熊本城や阿蘇神社をはじめとした被災文化財について、国・市町
村等と連携して復旧を推進した。文化財復興支援としてＨ28年度末
までに民間等から約27億円の寄附を受けた。また、国・県・熊本市
による検討会議等において、熊本城の復旧に向け、復旧基本方針を
策定するとともに、復元過程を活用したツアーの造成を旅行会社等
に提案した。 
 
 歴史・文化の継承に向け、「八代妙見祭神幸行事」を含む「山・
鉾・屋台行事」がユネスコ無形文化遺産に登録された。また、菊池
川流域の「米作り、二千年にわたる大地の記憶」が日本遺産に認定
された。 
 
 阿蘇の草原など自然・景観の再生・継承に向け、牧野・牧道等の
復旧やボランティア等野焼きの支え手確保等を図るとともに、被災
した阿蘇山上給水施設について、新たな給水施設の整備に着手した。 
 また、訪日外国人来訪者数140万人(倍増)を目指し「阿蘇くじゅ
う国立公園ステップアッププログラム2020」を策定し、トレッキ
ングルートの設定やブランド力を高める宿泊施設の誘致などを検討
した。 
 
 ホームスタジアム等が被災した県内プロスポーツチームの試合再
開を支援し、また、H30年のプロ野球オールスターゲームの熊本開
催が決定した。 

 

  
 被災文化財の復旧に係る財源確保等が必要であり、
国に財政支援継続を求めるとともに、引き続き、広
く寄附を呼びかけ、市町村等と連携して早期復旧を
進める。熊本市における平成29年度の「熊本城復
旧計画」策定等を支援するとともに、復元過程を活
用したツアーの誘致セールスを実施する。 
 
 歴史・文化を活用した地域活性化のため、世界遺
産や日本遺産等を活かすとともに、八代妙見祭や
NHK大河ドラマ“いだてん”など地域の他の文化
等とも連携した地域活性化の取組みを支援する。 
 
 阿蘇の草原再生を目指し、牧野・牧道等の復旧や
野焼き支え手の確保に取り組み、また、ナショナル
パークとしてふさわしい阿蘇の景観の再生、自然と
調和したアクティビティの開発、トレッキングルー
トマップの作成や宿泊施設の誘致等に取り組む。 
 
 県内プロスポーツチームの活躍や、オールスター
ゲーム熊本開催を通じて、復旧・復興の姿を県内外
に発信する。 

平成28年度の主な成果 今後の課題や方向性 

（総括評価表２） 

地震直後 

H29.2時点 

【熊本城】北十八間櫓・五間櫓 

天草の﨑津集落 
青井阿蘇神社 


